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陽春の候，皆様におかれましては，ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 本校の教育研究発表会は２年に１度であり，今年度は新たな研究主題を設定し，実践を積み重ねる年でし

た。そして，子供が自律的，継続的に学習に取り組み，対人関係など生き方を含めて自ら伸び続けるために必

要な力として，「非認知能力」に視点を当て，研究を進めてきました。各教科の実践など研究内容の一端をご

覧いただければ幸いです。 

 また，コロナ禍で教員研修が思うようにできない中，本校では地域貢献の一環として行ってきた研修会

を，昨年度からオンライン形式として回を重ねて参りました。本校の研究を広く周知するだけでなく，子

供たちと同様に，本校教員も他の教育関係者の皆様と資質を高め合える場と考えています。本小誌にその

成果や概要についても掲載しています。 

附属学校は，大学等の知見や先進的研究に学びながら，公立校に生かせる研究開発をすることが求め

られています。どうぞご覧いただき，忌憚のないご意見をお聞かせくださいますようお願いいたします。 

ご あ い さ つ 
校 長  坂井
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副校長  藪内
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研究だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら伸び続ける子供の育成 
～個に応じて，「さ・ぬ・き力」を育てる環境づくり～ 

１．子供を取り巻く状況，これまでの研究から 

 ユニセフによる子供の幸福度調査（2018年）によれば，日本の子供たちは， 

過体重や死亡率に関わる身体的健康度は38カ国中１位ですが，日常生活へ 

の満足度に関わる精神的幸福度は37位と大変低い結果となっています。これ 

は，日常生活への満足度が低いことが関係しています。また，全国学力・学習状 

況調査では，「課題の解決に自分から取り組む」「失敗を恐れないで挑戦する」といった項目において香川県及び本校の

子供たちは肯定的回答率が低いという結果になっています。本校では，これらの子供の状況を踏まえるとともに，これま

での学習意欲に関わる研究成果を基にして，より一層，主体的に学び，他者と協働しながら，意欲的に自己を高め続

ける子供を育成していきたいと考えました。 

 

２．自ら伸び続ける子供の姿 
これからの時代は正解のない問題にどう立ち向かっていくかということが求め 

られる時代です。そのような時代を生き抜いていく子供たちにとって，どのよう 

な力が必要になるのかを私たちは考えました。そして，「自ら問題を見いだし， 

他者と適切に関わり，困難だと思うことにも挑戦し，試行錯誤しながら，学ぶ価 

値を実感したり，新しい価値を生み出したりし，自分の力を高め続ける子供」を 

「自ら伸び続ける子供」と定義しました。この姿は，各教科の授業場面だけでな 

く，委員会活動やクラブ活動など，各教科以外の場面においても見られると考えています。 

 

３．「さ・ぬ・き力」とは 
上記のような子供を育てるため，私たちは非認知能力に着目しました。 

非認知能力とは，漢字や計算などと違い，点数にして測定することが難し 

い力であり，例えば，コミュニケーション力，共感性，粘り強さ，忍耐力，自 

尊感情，社交性など多種多様です。これらの力がこれからの社会を生き抜く子供たちに必要だとされ，社会的にもそ

の重要性が注目されています。私たちは，目指す子供の姿を実現するために必要な力を選定し，それぞれの力を「さ・

ぬ・き力」としました（右図参照）。この三つの力は学校生活の様々な場面で発揮される力であり，子供自身の力で学

校生活を豊かにするためにも必要になる力だと考えています。 

環境づくりの際には，学習活動を，見通し，行動，振り返りの三つの場面に分けて捉え， 

場面ごとに働きかけを行います。実際の授業において，例えば，相手の立場に立って他者 

と協働する力である「さ力」を発揮することで，友達の考えに耳を傾けながらよりよい考 

えをつくっていこうとします。また，目標の達成に向けて粘り強く取り組む力である「ぬ 

力」を発揮することで，少し困難な課題に対しても，試行錯誤を繰り返しながら粘り強く 

取り組みます。さらに，感情をコントロールし，自信をもって前向きに取り組む力である「き力」を発揮する

ことで，自分を振り返りながら，自信を高めていくと考えています。 

 

４．個に応じるとは  

「さ・ぬ・き力」を発揮する際には，子供それぞれの気質が関わってく 

ることが考えられるため，気質に配慮して指導や支援を行っていくことが大 

切になります。ここには，これまで本校が研究を進めてきたユニバーサルデ 

ザイン（UD）の支援が有効であると考えています。さらに，学級全体への働きかけだけでなく，気質に応じて，個別に支

援することが必要な場合もあります。 
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教科等・内容 参加者の声 

特別支援の視点×道徳科「すべての子供が自己の生き方について

の考えを深められる授業づくりのポイント」                            

 

 

 

 

 

 

国語科「子供が主体的に学ぶための国語科授業づくりのポイント」 

 

 

 

 

 

 

社会科「子供が問いをもって追究し，理解を深める授業づくり」  

算数科「問いをつなげる単元構成の工夫で，子供と算数を創る」 

 

 

 

 

本年度は，年間７回のワークショップを実施いたしました。オンラインで行ったことにより，北は北海道，南は沖縄県

まで全国から計４２３名の参加申込をいただきました。学校関係者のみならず，民間企業や各種団体，教職を目指す

学生の皆さんなど，子供がときめく学びのつくり方について様々な方と一緒に考えることができ，実りある研修会とな

りました。以下に，各ワークショップの概要と参加者の感想をまとめました。 

 

問いとまとめから単元構成をする

教材研究が勉強になりました。問い

の連続性という視点で自分自身も

考えて学習を構成することが大切だ

と思いました。子供の思考や疑問と，

教師が学ばせたいことのバランスを

考えて問いを構成したいと思いまし

た。 

付けたい力を育成するためにぴっ

たりの言語活動を設定する重要性

がよく分かりました。また，単元導入

時に，子供たちと一緒に学習計画を

立てていくための方法など，子供が

主体的に国語の授業に向かうため

の具体的な工夫をたくさん知ること

ができました。 

算数科でも魅力的なゴールを設

定できれば，他教科と同じように，単

元計画を子供とつくることが可能で

あることが分かり，驚きました。単元

のはじめの見通しの時間や，振り返

りの記述等を活用しながら，子供の

意識を見取り，問いを生かした授業

をしたいと思いました。 

 

 

 

 

 

道徳の授業が，インクルーシブな

学級集団づくりにつながっているこ

とに気付くことができました。「心の

綱引き」などのツールを用いること

で，心の中を視覚的に示すことがで

きると知りました。繰り返し使うこと

で実生活の中で無意識に使えるよ

うにすることが大切だと学びました。 
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理科「生活とつなぎ学びを深める～プログラミング学習を通して～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動「子供も教師もわくわくする特別活動をやってみよう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭科 「実感を伴って理解できる教材・教具の工夫」 

外国語活動・外国語科「相手意識・目的意識のある言語活動」 

 

図画工作科「イメージと色をつなぐ～色の感じ方・表し方～」 

 

 

音楽科「一人一台端末を効果的に活用し， 

『楽しく学びのある』音楽の授業を目指して」 

 

 

 

プログラミング学習の一番のよさ

は，子供が何度でも挑戦・失敗し，

やり直しができることにあると感じま

した。様々な事例，教具を紹介してい

ただいたので，学校で取り組みたい

ことが見付かりました。技能に走って

しまわないように気を付けて実践し

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供が主体的に実践・課題解決

し，次の課題を見いだしていくサイク

ルがいいなと思いました。また，子供

たちが安心して自分の思いや考え

をもち，それを伝えるための様々な

支援が参考になりました。このような

支援を当たり前に行うために ICT

を上手に使えるようにしたいです。 

 

 

 

 

 

 

・家庭科の問題解決型学習につい

て，題材の流れが分かり，参考にな

りました。 

・外国語科の言語活動について，具

体的な内容を提案してくれて勉強に

なりました。授業の様子を動画で見

ることができ，指導書や本よりイメー

ジしやすかったです。 

人はそれぞれ色の使い方，色の

感じ方が違うことが面白かったで

す。実践するまでは，大体他の人と

同じだろうと思っていましたが，実践

してみると自分自身の色の使い方

に驚きました。授業でもテーマに合

わせて 3色選んで作品を作るなど，

とても活用できそうだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

題材で捉えさせたい音楽の要素

を焦点化するために，一人一台端末

の活用が有効であると感じました。

具体的な授業内容と関連した活用

法で，実際に操作しながらの音楽づ

くりや鑑賞の授業の体験ができた

ので，授業づくりのヒントがたくさん

得られました。 

実際に やってみましょう！ 
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体育科「“誰でも明日からできる” 

ゴール型ゲーム ＆ コロナ禍の運動会」 

 

 

 

保健室経営「自分らしさ発見☆ライフスキル学習！！」 

 

 

座談会「非認知能力って何だろう？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元構成におけるスモールステッ

プの考え方が分かりました。また，体

育の授業づくりから学級経営や他

教科などでも大切な指導・支援を行

う指導者の心持ちが再確認できま

した。 UDや合理的な配慮を行うた

めには，子供たちを適切に理解する

ことが必要だと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフスキルとは？ 

「日常生活で生じる様々な問題や要

求に対して，建設的かつ効果的に対

処するために必要な心理社会的な

能力」（WHO定義） 

 

 

ライフスキル学習の工夫点は？ 

①般化を促す（ライフスキルの定着） 

 例）ワークシートを持ち帰らせ，学校と

家庭が内容共有。 

②どんな意見も否定しない 

③実施者によるロールプレイ 

 例）オンラインゲームの誘いの断り方 

④学級担任，養護教諭，SCの 

三者協働 

小学校段階で身に付けておくこと

で，将来よりよく生きるために必

要な力を発揮しやすくなります。 

 

本年度は，授業づくりワークショップに加え，教師力をアップできるテーマを設定して，全国の先生方と意見を交流

するオンライン研修を行いました。こちらも全国からたくさんの先生方に参加申し込みをいただきました。 

第 1回  

学級経営 

自分が感じていた疑問について，

考えるよい機会になりました。非認

知能力を「個人が発揮した」という

視点だけでなく，「発揮している集

団」として捉える視点が勉強になり

ました。子供が，「自分っていいな」

と感じられるように言語化して伝え

ることに意味があると思います。 

主に「学級経営」，「学級目標」について実践例を交えながらお話させていただきました。「学

級経営」については，互いを尊重し合える支持的な風土づくりの手法や，その効果について考えま

した。「学級目標」については，一人一人の思いが盛り込まれる学級目標をつくるまでの支援やそ

の過程について，また，学級目標の活用方法として，行事などの振り返りで活用する方法や注意点

について，お話しました。 

 

第 2回  

板書・発問 

子供にとって分かりやすい板書とはどのようなものなのか，どのような発問が子供の学びを活発

にするのか，実践を基にお話しました。構造的な板書の作り方や，目的・活動に応じた発問の仕方，

道徳科における発問などについて，ご参加いただいた先生方とチャットやビデオ通話で意見を交わ

し合いながら学ぶことができました。 

 

参加者 

からの声 

実際の板書画像と共に，様々な教科の視点から提案してくれたことがとても参考になりました。 

板書・発問の単なる技術だけではなく，なぜそうした方がよいのか，本質を考えるよい機会となりました。 

 

第３回は 
３/２8 

 

参加者 

からの声 

参加者 

からの声 

子供たちの気質を理解した上で

適切な支援を行っていきたいと思い

ます。意志決定ステップの「止まっ

て，考えて，決めよう」を活用してい

きたいです。ライフスキル学習は，道

徳科と重なる部分が大きいと感じま

した。教師と子供が一緒に考えてい

くことが大切だと思います。 

学級目標を「つくって終わり」という状態でした。しかし，行事など，節目での振り返りに学級目標の 

効果的な活用法を知ることができ，さっそく運動会後に実践したいと思いました。 
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編 集 委 員 

竹森  大介   滝井  康隆  

米谷  直樹   好井  佑馬  

西吉  亮二   東   泰右  

令和４年３月 15 日  

香川大学教育学部附属坂出小学校  

TEL 0877-46-2692   

FAX 0877-46-5218 

E-mail sakaide@kagawa-u.ac.jp 

次年度の研究に向けて 
 

■本年度の研究 

本年度は，自ら伸び続ける子供の育成

を目指して研究を進めてきました。子供

たちの学びを，見通し，行動，振り返り

の三つの場面に分け，どのような働きか

けが「さ・ぬ・き力」の発揮に有効であ

るかを探ってきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の研究の方向性 

次年度は，本年度の研究を継続し，授

業を中心とした学校生活において「さ・

ぬ・き力」を発揮させるために，より有

効な働きかけの在り方を探りつつ，実践

を積み重ねていきたいと考えています。 

また，公開研究授業や教育研究発表会を通して，たくさんの先生方に子供たちの姿を見

て，ご意見をいただきたいと思っております。ご参加，お待ちしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  教  頭   片岡  亜貴子   

 本年度から研究主題を新たに「自ら伸び続ける子供の育成」とし，特別支援教育の視点も

取り入れながら，一人一人を大切にした授業づくりに取り組んで参りました。新型コロナウ

イルスの感染拡大によって様々な活動が制限される中，いつも希望をくれたのは，歩みを止

めずに進み続けようとする子供たちの姿でした。できないことを諦めるのではなく，できる

ことを見付けてチャレンジしていく前向きな姿を見て，改めて人との関わりの大切さ，友達

と一緒に学ぶことの素晴らしさを感じることができました。  

次年度は，本校の教育研究発表会開催の年となります。これまでの研究の成果を糧として，  

また新たな学びをご提案できるよう，職員一同心を一つにして取り組んでいく所存です。今

後とも，ご指導ご鞭撻の程，よろしくお願いいたします。  

あ と が き     

か た お か    あ  き  こ  

 

 

 

 

こちらの QR コード

から，指導案をご覧

いただけます。  


